
再評価結果（令和３年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・技術課

担当課長名：前佛 和秀

事業名 事業 高速自動車国道 事業 国土交通省

東九州自動車道 清武JCT～北郷 区分 主体 九州地方整備局
きよたけ きたごう

起終点 自：宮崎県宮崎市清武町大字今 泉 延長
みやざき きよたけちょう いまいずみ

至：宮崎県日南市北 郷町大字郷之原 19.0km
にちなん きたごうちょう ごうのはら

事業概要
東九州自動車道清武JCT～北郷、国道220号日南・志布志道路、油津・夏井道路は、高速道路ネットワー

クの一部を形成し、九州東部の広域的な連携を図り、物流の効率化及び地域の発展、災害に強いネットワ
ークの構築等を目的とした事業である。

H10年度事業化 －年度都市計画決定 H17年度用地着手 H17年度工事着手

（ －年度変更）

全体事業費 約1,622億円 事業進捗率 約84％ 供用済延長 1.2km

(令和2年3月末時点)

計画交通量 4,400～19,900台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) 1,422/3,261億円 3,543/3,560億円 令和2年

1.1
(1.1) 事 業 費:1,253/3,087億円 走行時間短縮便益:2,748/2,765億円

(残事業) 維持管理費:169/174億円 走行経費減少便益: 548/ 549億円
2.5 交通事故減少便益: 247/ 247億円

(9.1)

感度分析の結果

【事業全体】交通量 ：B/C=1.01～1.2（交通量 ±10％） 【残事業】 交通量 ：B/C=2.3～2.7（交通量 ±10％）

事業費 ：B/C= 1.1～1.1（事業費 ±10％） 事業費 ：B/C=2.3～2.7（事業費 ±10％）

事業期間：B/C=1.03～1.2（事業期間±20％） 事業期間：B/C=2.3～2.6（事業期間±20％）

事業の効果等

①広域交通ネットワークの形成
・拠点間の所要時間が大幅に短縮、宮崎県南部地域・鹿児島県大隅地域の連携強化や経済活性化が期待さ
れる。

②災害に強いネットワークの構築
・災害に強いネットワークの構築が期待される。
③地域経済の活性化
・更なる企業進出による地域経済活性化が期待される。
④観光振興の支援
・観光地間の速達性向上に伴う広域な周遊観光ルートが形成され、観光振興の支援が期待される。
⑤生活環境の改善
・自動車の走行性向上による環境への影響低減（CO₂,NO₂,SPM削減）

関係する地方公共団体等の意見

日南市をはじめとする関係首長及び議会議長等で構成される東九州自動車道建設促進日南・串間・志布
志地区協議会（会長：日南市長）等により早期整備の要望を受けている。（令和2年6月）

宮崎県知事、鹿児島県知事等で構成される東九州自動車道建設促進協議会（会長：宮崎県知事）等によ
り早期整備の要望を受けている。（令和2年11月）

県の意見：
今回意見照会のありました東九州自動車道 清武JCT～北郷の再評価に係る対応方針につきましては、原

案どおり「継続」で異論ありません。
東九州自動車道は、九州縦貫自動車等と一体となって九州における循環型高速交通ネットワークを形成

し、本県の更なる経済発展はもとより、九州全体の一体的浮揚を図るために必要不可欠な道路であるため。
平成28年4月の熊本地震では、東九州自動車道が被災地への支援ルートとして機能するとともに、九州縦
自動車道の代替ルートとして産業や暮らしを支えたところである。また、今後発生が懸念される南海トラ
フ巨大地震など、様々な自然災害から県民の暮らしを守るために、人命救助や支援物資の輸送等を担う「命
の道」として、防災上大変重要な道路であるため。県においても、建設発生土の受入調整など、引き続き
最大限協力してまいりますので、本路線の早期供用に向けて、より一層の整備促進をお願いします。



※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。


